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希少癌診療ガイドラインの作成を通した医療提供体制の質向上 

（分担研究報告書） 

 

日本癌治療学会ガイドライン統括・連絡委員会の活動と 

「希少癌診療ガイドラインの作成を通した医療提供体制の質向上」との連携 

 

       研究分担者 藤原 俊義 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 消化器外科学 教授 

 

研究要旨 

日本癌治療学会は、診療科横断的ながん医療専門の統合的学会であり、2004 年以降「がん診

療ガイドライン」として各臓器・領域のがん診療ガイドラインの評価とウェブ公開を推進し

てきた。現在、jsco-cpg.jp にて 27 領域の臓器がん別ガイドラインと 9 つの支持療法に関する

ガイドラインを公開している。アクセス件数は、2018 年 6 月は月 40 万件以上であり、2007

年の公開開始以降毎年増加してきている。また、第 56 回日本癌治療学会学術集会において、

がん診療ガイドライン統括・連絡委員会の企画シンポジウムとして「がん診療ガイドライン

の進化と利用者からの視点」を開催した。その中で、小寺泰弘研究代表者に「希少癌におけ

る診療ガイドライン作成の試み」を発表いただいた。さらに、「十二指腸癌（腫瘍）診療ガイ

ドライン作成委員会」にも参画し、情報共有と連携を図っている。 

 

Ａ．研究目的 

 希少癌は、10万人当たり年間6例未満の稀な癌で

あり、数少ない症例が各診療施設に分散するため、

診断・治療の施設間格差が生じやすく、適切な診療

を受ける機会が乏しいという社会的な問題がある。 

 本研究におけて、癌治療学会は横断的な学会とし

て各専門領域の最新の学術的知見を幅広く共有し、

科学的根拠に基づいた正確な情報を医療関係者お

よび国民に広く発信することで、希少癌に対しても、

質の高いがん医療の水準を保つことを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 癌治療学会がん診療ガイドライン委員会では、幹

事委員会、協力委員及び評価委員からなる29の分科

会、G-CSFおよび制吐薬適正使用ガイドライン改訂

ワーキンググループ、小児思春期・若年がん患者の

妊孕性温存に関するガイドライン作成ワーキング

グループ、がん診療ガイドライン評価委員会が連携

し、エビデンスに基づいた正確な情報を迅速にホー

ムページ上に提供するとともに、その現状、アウト

カム評価などに関して、日本癌治療学会学術集会に

おいて企画シンポジウムを開催してきた。 

 

Ｃ．研究結果 

 日本癌治療学会「がん診療ガイドライン統括・連

絡委員会」では、がんの診療ガイドラインの作成・

公開・評価のあり方について検討し、「がん診療ガ

イドライン作成・改訂委員会」、29領域の分科会、

本学会が主体となる「制吐薬適正使用ガイドライン

改訂ワーキンググループ」、「G-CSF適正使用ガイ

ドライン改訂ワーキンググループ」、「小児思春期，

若年がん患者の妊孕性温存に関するガイドライン

作成ワーキンググループ」と協力し、jsco-cpg.jpに

て27領域の臓器がん別ガイドラインと9つの支持療

法に関するガイドラインを公開している。アクセス

件数は2007年の公開開始以降毎年増加してきてお

り、2018年6月には月401,233件と4万件以上に達し

ている。 

平成27年の第53回日本癌治療学会学術集会から、

がん診療ガイドラインのアウトカム評価のための

企画シンポジウムを実施しており、今年度も第56

回日本癌治療学会学術集会で「がん診療ガイドライ

ンの進化と利用者からの視点」のテーマで開催した。

本シンポジウムで、本研究代表者の小寺泰弘先生に



52 
 

「希少癌における診療ガイドライン作成の試み」の

講演をいただき、臓器・領域別の各学会に働きかけ

た結果、脳腫瘍、泌尿器科、整形外科、頭頸部外科、

消化器外科の領域で希少癌のガイドラインの作成

が開始ないしは予定されていることを紹介いただ

いた。 

脳腫瘍領域では、2016 年7 月に公開された中枢

神経系悪性リンパ腫（PCNSL）、成人膠芽腫（GBM）、

転移性脳腫瘍（mets）の改訂版が、2018 年秋に日

本脳腫瘍学会のホームページに公開される旨の報

告をいただいた。5つの小児脳腫瘍（上衣下巨細胞

性神経膠（subependymal giant cell astrocytyoma）、

髄芽腫、小児上衣腫、CNS胚細胞腫瘍、橋並びに視

神経神経膠腫）、グレード2/3 の成人神経膠腫のガ

イドラインをMINDS 新基準（2014 年版）に準拠

して作成していることも紹介された。いずれも希少

疾患に相当し、第2相、第3相試験も極めて少なく、

観察研究における評価シートの作成等に苦慮され

ているとのことであった。 

泌尿器科領域では、精巣腫瘍診療ガイドライン改

訂作業について報告いただいた。「精巣腫瘍診療ガ

イドライン2009年版」が刊行されてから5 年が経過

しての改訂であり、エビデンスレベル、推奨グレー

ドはMinds の「ガイドライン作成の手引き」の基準

を用いて作成されたが、エビデンスレベルの低い、

または評価の分かれるものに関しては、作成委員会

の合意に基づいて行われた旨が紹介された。エビデ

ンスの少ない事象については、クリニカルクエスチ

ョン(CQ)として独立させるために「コラム」を設け

て注意喚起を行ったことが改訂のポイントとして

挙げられた。 

日本肝胆膵外科学会からの8名、日本胃癌学会か

らの11名で構成される「十二指腸癌（腫瘍）診療ガ

イドライン作成委員会」では、4回の会議を開催し、

疾患概念/診断、病理、内視鏡治療、外科治療、薬

物療法のサブグループ別にアルゴリズム及びCQの

草案作りを担当し、同時に現時点での疫学、予後、

治療関連合併症などの情報を収集するために、アン

ケートによる全国調査を実施することとなった。 

 

Ｄ. 考察 

 がん対策基本法に基づくがん医療の標準化の流

れの中、診療ガイドラインの普及はわが国における

がん医療の質の向上と均霑化に大きな役割を果た

している。特に、症例経験の不足から不適切な診

断・治療となりがちな希少癌に対しては、診療ガイ

ドラインの意義は非常に大きいものと考えらえる。 

 今後、更なる診療ガイドラインの普及が望まれる

が、希少癌に対しては特に、各関連学会との協力の

もと、オールジャパンでの症例登録システムを構築

し、ビッグデータから導き出された質の高いエビデ

ンスに基づくガイドラインの作成・改定を適宜行っ

ていくことが重要である。 

 

Ｅ. 結論 

 希少癌に対する診療の質の向上と標準化におい

て、診療ガイドラインの意義は非常に大きいものと

考えられる。 
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